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消費動向に対応したタオル製品の品質測定技術

一脱綿現象を中心として－
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１．はじめに

タオルは,明治初期に始めて日本に輸入されて以降，

今では生活に密着した製品となっており，用途に応じ

て，浴用タオル，バスタオル，タオルハンカチ，おし

ぼり，タオルケットなど，さまざまな製品が私たちの

身の回りにある．浴用タオルやおしぼりのように水分

を含ませた状態で使用するもの（ウエットユース）と，

バスタオル，タオルハンカチのように水分を拭き取る

ことを目的に使用されるもの（ドライユース）とがあ

るが，いずれも水との関わりがあり，強度，染色堅牢

度などの耐久性が品質評価の中心である．また,近年，

新素材の開発と加工技術の進歩により，高吸水性，乾

燥性，抗菌性などの機能性を付加した製品開発が行わ

れ，それら機能性に対する品質評価も併せて行われて

いる．

タオルの使用形態は，洗濯により繰返し使用される

のが一般的であるから，消費動向の中で，洗濯機との

関わりは大きい．洗濯時のタオル製品の脱綿現象は，

消費者クレームとして，最近，多くなってきている．

本報告では，脱綿現象の要因と家庭用洗濯機を用いた

脱綿の品質測定について解説する．

２．脱綿とは

（１）脱綿の定義

タオル製品から脱落する繊維くずについての表現

は，毛羽落ち，毛抜け，脱毛，落綿などさまざまであ

＊泉佐野技術センター繊維製品開発グループ

り，統一された表現は今のところ見あたらない．そこ

で筆者らは，『洗濯により，糸から脱落する単繊維及

びその集合体』と定義づけ，脱綿と表現している！)．

（２）パイル糸と脱綿

タオル製品の特徴は，パイルを有する三次元織物で
よこし】と

ある．パイル糸は，地たて糸，緯糸に比べて自由度が
かさだかせい

高い､タオルが嵩高性を有し，やわらかい織物となっ

ているのは，パイル構造によるものであるが，反面，

タオル製品の脱綿量が多い要因でもある．
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(a)緯糸と交差する（b)緯糸と交差しない

部分の単繊維部分の単繊維

図１パイル糸部分の模式図

図lにタオルのパイル部分の模式図を示す．パイル糸

を構成している単繊維が，糸から脱落しないように作

用している第一の力は，（a)，（b)共，パイル糸の撚り

による力である．したがって，やわらかい風合いを出

すためなどの商品設計で，甘撚りの糸をパイル糸に使

用しているタオル製品は，撚りによる拘束力が弱く，










